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 おうちのひとと読み
よ  

ましょう。 

 

★  寒くなると増える皮膚疾患 ★ 

 寒くなると、空気は乾燥し、手足は冷えて、かさつきやすくなります。この時期は、皮膚疾患に

注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年
こ と し

ものこりわずかになりました。みなさんにとっ

て２０２３年
ねん

はどんな年
とし

でしたか？うれしかったこと

や、たのしかったこと、がんばったことなどもたくさん

あったのではないでしょうか。 

自分
じ ぶ ん

のことをふりかえって、あたらしい気持ち
き も  

で

新年
しんねん

をむかえましょう。冬休み
ふゆやす  

あけ、元気
げ ん き

なみなさんに

会える
あ   

のをたのしみにしています！ 

  

「しもやけ」 

しもやけの原因は、末梢の血液循環が悪い

ことです。寒いと血管が縮んで血液の流れが

悪くなりますが、暖かいところでは血管が広

がって血液の流れが増えます。血管が縮んだ

り広がったりしていくうちに血液の循環が

うまくいかなくなり、血行不良が起きてしも

やけができるのです。 

 

「あかぎれ」 

あかぎれの原因は、皮膚の乾燥です。感染

症対策で手洗いが多くなり、皮膚表面の油分

や水分が奪われてしまいます。空気が乾燥し

ているため、さらに水分が蒸発して、皮膚は

かさついて赤くなり、一部分に亀裂が入って

出血や痛みを伴うあかぎれとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○部屋の乾燥

を防ぐ 

加湿器などを

使い、湿度は

50％～60％

に保つ。 

○体を冷やさない 

汗などで湿った靴

下はすぐに脱ぎ、

乾いた靴下に履き

替える。 

○優しく洗い、

保湿をする 

泡で包み込むよ

うに洗い、優し

く拭く。保湿ク

リームをこまめ

にぬる。 

～予防と対策～ 
 



★ ノロウイルスによる感染性胃腸炎に注意 ★ 
ノロウイルスは１１月頃から増え始め、１２月～１月が流行のピークです。 

感染性胃腸炎の主な症状は、吐き気・げり・おう吐・腹痛のほかに、発熱や頭痛などもあります。 

おう吐 

 

 

 

下痢   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウイルスを手につけないためには、せっけんでよく手を洗い、せいけつなハンカチで手を拭くこ

とが大切です。トイレのあと、食事のまえ、外から帰ったとき、調理のまえとあとなど、忘れずに

手を洗いましょう。タオル、ハンカチなどの、友だち同士の貸し借りは避けましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 楽しく
た の   

、安全
あんぜん

な

冬休み
ふゆ や す  

にしよう 

～はみがきカード～ 

健康委員会の子どもたちが

冬休みのはみがきカードを作

りました。ご家庭で指導をし

ていただき、お家の人からの

感想も記入をお願いします。 

提出日は１月９日です。 

外で遊ぶ時も油断しな

いで感染症対策を！ 

栄養のバランスの偏った食

事のとりすぎに注意！ 
夜
は
早
く
ね
よ
う
！ 

交通事故の危険！自転車の乗り方、歩道の歩き方は大丈夫？ 

感染性胃腸炎は、感染力が強く、人から人にうつっていく感染症です。ノロウイルスの場合、感

染すると 24～48 時間後に症状があらわれ、２～４日で治まりますが、症状が治まっても２週間

程度も便にウイルスが排出されることもあるため、注意が必要です。 

基本的な予防方法 

※げり・おう吐・腹痛といったおなかの不調は、一時的なものなのか、ウイルス性・細菌

性のものなのか、判断することは非常に難しいです。症状がある場合は、無理に登校せ

ず、医療機関を受診し、家庭で十分休養しましょう。 


